
　
こ
の
た
び
私
た
ち
は
、
旭
市
議
会
の
正
副
議
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
の
重
さ
を
胸
に
、
公
正
・

透
明
で
わ
か
り
や
す
い
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
旭
市
を
取
り
巻
く
課
題
と
し
て
、
人
口
減
少
、
地
域

経
済
の
活
力
低
下
、
防
災
力
の
強
化
、
医
療
・
福
祉
の
持
続
性
、

教
育
環
境
の
充
実
、
脱
炭
素
や
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
活
発
な
議
論
と
秩
序
あ
る
進
行

を
両
立
さ
せ
、
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
実
効
性
あ
る
審
議
を
進

め
ま
す
。

　
市
民
の
声
こ
そ
議
会
の
原
点
で
す
。
傍
聴
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
配
信
、
請
願
・
陳
情
等
を
通
じ
た
多
様
な
意
見
を
市
政
に
反

映
し
て
ま
い
り
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
旭
市
の
実

現
に
、
正
副
議
長
一
体
で
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

副
議
長

　  

井
田 

孝 

議
員

議　

長

　  

宮
内 

保 

議
員

前列左側より、伊藤房代委員、﨑山華英委員長、永井孝佳副委
員長、松木源太郎委員
後列左側より、宮内保委員、金澤雅哉委員

総務常任委員会

前列左側より、伊藤房代委員、島田恒委員長、﨑山華英副委員
長、宮澤芳雄委員
後列左側より、 桐文夫委員、飯嶋正利委員

議会運営委員会

第１回

臨 時 会

新
正
副
議
長
就
任

　

１
月
21
日
に
令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
臨
時
会
は
、

旭
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
の
初
議
会
で
、
正
副
議
長
が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
議
長

に
よ
っ
て
各
委
員
会
委
員
が
選
任
さ
れ
、
新
た
な
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
臨
時
会
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

正副議長就任
あいさつ

あさひ議会だより　第80号 2



議会の運営を円滑にすることを目的
として、議会全般について協議、意
見調整を図ります。

議会運営委員会

市議会

必要がある場合に議会の議決で設置
されます。第1回定例会に予算、第３
回定例会に決算の特別委員会が設置
されます。

特別委員会
予算審査特別委員会

決算審査特別委員会

市では３つの常任委員会が設置され
ており、議員は必ずいずれかの常任
委員会に所属することになります。

常任委員会市では３つの常任委員会が設置され
ており、議員は必ずいずれかの常任
委員会に所属することになります。

常任委員会 総務常任委員会

文教福祉常任委員会

建設経済常任委員会

委員会とは
　委員会は、本会議で全議員によって審議を進めるより、委員会
ごとに分担を決め審査することで、より効率的で効果的な審議が
行えるため設置しています。常任委員会の所管や定数など、詳し
くはホームページをご覧ください。 市議会の構成

前列左側より、遠藤保明委員、常世田正樹委員長、平山清海副
委員長、 桐文夫委員
後列左側より、髙 美千子委員、島田恒委員

建設経済常任委員会

前列左側より、木内欽市委員、伊場哲也委員長、戸村ひとみ副
委員長、宮澤芳雄委員
後列左側より、飯嶋正利委員、井田孝委員、伊藤春美委員

文教福祉常任委員会

委員会ってなんだろう？CHECK

　市の業務はとても広い範囲にわたるため、議案を分野ごとに各委員会に付託します。付託後は各委
員会で審査して結論を出し、各委員会の委員長が審査結果を報告します。その報告をもとに話し合い、
議案に賛成か反対かを多数決で決めます。
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